
アンケート協力者 

平成24年9月 

病院・医院・歯科医院               ２６ 

訪問看護・訪問介護                 ７ 

通所サービス              ２６ 

施設・グループホーム・  
短期入所 

             １８ 

居宅介護支援              ５７ 

計           １３４ 

平成26年9月 
医師・歯科医師                  ６ 

看護師・歯科衛生士               １９ 

相談員               １１ 

PT・OT・ST               １０ 

管理栄養士                 ５ 

介護職              １９ 

介護支援専門員              ６８ 

計            １３８ 



ここ1年間で担当利用者が肺炎で入院をされた
ことがありますか？ 

63% 

37% 

平成26年9月 

はい いいえ 

はい 
71% 

29% 

平成24年9月 

はい いいえ 

はい 



2年前と比べて肺炎で入院されるケース 

少なくなっ

た 
53% 

2年前と変

わらない 
45% 

2年前より

多くなった 
2% 

平成26年9月 

少なくなった 2年前と変わらない 2年前より多くなった 



2年前と比べて利用者が肺炎で入院
されるケース    （在宅・施設の比較） 

51% 

9% 

40% 

0% 

在宅 

少なくなった 思わない 

2年前と変わらない 多くなった 

36% 

11% 
46% 

7% 

施設 

少なくなった 思わない 

2年前と変わらない 多くなった 



口腔内の問題点・ニーズの把握 

2% 

71% 

19% 

0% 8% 

平成26円9月 

常にしている 概ねしている 殆どしていない 

していない 無回答 

11% 

48% 

32% 

9% 0% 

平成24年9月 

常にしている 概ねしている 殆どしていない 

していない 無回答 

していない 



肺炎の年次変化                 
（肺炎による入院１４％、死亡２２％減少） 
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食事支援を考える 
平成28年８月 

講話 

  知っておきたい食事支援方法 
            言語聴覚士 

  安全に食べていただける工夫 
            管理栄養士 

  後にグループワーク 

  活動に役立つ手引書作成 



食事支援を考える 
医師・多職種懇談会（各テーブルにリハ職・栄養士） 



今後の取り組み 

•口腔内を清潔にすることに努め、食べたい物を楽
しく食べていただき食べる喜びを取り戻していただ
く、また栄養を改善すれば感染に対する抵抗力も
つく 

•各職種の顔の見える関係構築 

•誤嚥性肺炎で亡くなる方を一人でも減らしたい 

•医療費の節減にもつながり家族の負担も軽減で
きる 

•リハ職による「嚥下の手引き」栄養士による『食材
の工夫｝の作成 

•家庭内での歯の健康を考える運動に繋げる 



三師会の薬への取り組み（平成28年度）                                       
次年度からは看護協会も参加 

介護職と連携をしながら在宅における
残薬のチェック、認知症高齢者などに薬を
服用してもらうための工夫、ポリファーマ
シーへの対応。また介護職に薬の作用、
副作用等の理解を深めてもらうため情報
提供する 

お薬手帳の一本化 

３５０名を超えるアンケート調査の分析 



３師会による講演 
平成27年9月 
  歯科医師会 
     ビスフォスフォネート関連顎骨壊死の最近の動向 

  薬剤師会 
     服薬の必要性 

平成28年2月             

  医師会 
     高齢者と薬～多剤併用（ポリファーマシー） 
     について考える 
              



薬のアンケート回答者数（職種別） 
 

21 18 
23 

97 
90 

51 

22 

12 10 7 4 

総数355人 



本人 

59% 家族 

23% 

看護師 

9% 

 

介護支援 

専門員 

5% 

薬剤師 

1% 

その他 

2% 無回答 

1% 

内服状況は誰から伝えられますか 



多剤処方・重複処方について 

よく感じる 

36% 

時々感じる 

61% 

あまり 

感じない 

3% 



薬が多く残っていることはありませんか 

多く残ってい

ることあり 

13% 

時々感じるこ

とあり 

37% 

あまりない 

45% 

無回答 

5% 



介護職も知識をもつべきである 

知るべき 

87% 

そうは思わ

ない 

11% 

無回答 

2% 



お薬手帳についての意見 

○手帳が医療機関ごとにある。1冊にまとめるようになるといい。 
○高齢者の多くは手帳の存在を知らないのではないか。 
○手帳を薬局だけでなく、医師にも見せて重複を避けないと意味
がない。 
○薬局によって手帳のフォームが異なりわかりにくい。 
○他の医療機関にかかっているかどうかを把握するため、必ず手
帳を持参するように声をかけてほしい。 
○手帳の活用を徹底すると重複が少なくなるように思える。 
○自宅に手帳保管用のケースがあれば救急車利用時など便利で
はないか。 
○電子お薬手帳の普及活用を積極的に行う。 
○保険証と同じように常に、医療機関・サービス事業所等に提示
できるように、手帳の活用を啓発していく。 
 
 
 



岡山県薬剤師会の「お薬手帳」 



介護職がコピーしてファイルに 



1年後アンケート調査（医師26名、歯科医師11名） 

他職種からの情報提供は？ 

 

 

 

お薬手帳の一本化は進んでいますか？ 

医師 歯科医師      計 

増えた １１ ３ １４ 

変わらない １５        ７ ２２ 

分からない ０ ０ ０ 

無回答 ０ １ １ 

医師 歯科医師    計 

進んでいる ７ ０ ７ 

少しは進んでいる １４ ９ ２３ 

進んでいない ５ ２ ７ 



医師、歯科医師 

ポリファーマシー、在宅での残薬への取り組みは？ 

医師 歯科医師 計 

重複している薬は減らすようチェック １９ ２ ２１ 

生活状況等ケアマネから聞き変更 ８ ０ ８ 

薬を少なくすることで改善 ８ １ ９ 

他の医師の処方を変更は難しい １４ ３ １７ 

在宅での残薬はチェックしている １６ ０ １６ 

薬の飲み方を患者に指導、工夫 １０ ３ １３ 

以前からやっている ２ ０ ２ 



1年後アンケート調査（看護、介護職143名） 

薬の課題に取り組んでいるか？ お薬の一本化は？ 

取り組むようになった ４６ 

取り組みたいが出来ていない ６０ 

取り組んでいない ３４ 

無回答 ３ 

進んでいる ２４ 

少しは進んでいる ９６ 

進んでいない ２３ 

取り組み方 

医師、薬剤師への情報提供に努めている ３１ 

お薬手帳を確認し薬の内容について考える ４７ 

利用者の薬の飲み方を考えるようになった ２９ 

出来るだけ残薬をチェックしている ４４ 

残薬、薬の重複が減ったと感じている ８ 

取り組みにより利用者の状態に改善が認められた ７ 

お薬手帳はまとめるよう利用者に提案している ２２ 

その他 ４ 



1年後アンケート調査（薬剤師25名） 

薬への対応に変化は？ 

残薬の相談 ８ 

ポリファーマシーの相談 １ 

内服での工夫の相談 ２ 

お薬手帳の内容への質問 ３ 

在宅への訪問依頼 ２ 

お薬手帳の一本化は？ 

進んでいる ９ 

少しは進んでいる １３ 

進んでいない ３ 

薬局としてポリファーマシー、残薬への取り組みは？ 
取り組むように考えている １８ 

なかなか医師の処方への情報提供が難しいと感じる ８ 

患者さんには指導するようにしている １４ 

取り組んでいない ０ 

分からない １ 



医療、介護、福祉の現場の 
人材不足 



介護福祉士定員不足 
 





医療・介護・福祉の職場 

•人手不足、募集をしても応募がない、腰痛などの職業病
のための離職、給料が安いため他の職場への転職 

•残された職員の労働負担の増加、サービス低下、そのた
め目が行き届かないため利用者の事故（転倒骨折、外
傷、誤嚥等） 
•やむなく安全のため拘束すると虐待と指摘 
•人員不足のため施設が十分に稼働できない 
•我々のような山間部では雪が降ると送迎、訪問が危険 

•しかしそれでも職員は家族、利用者の方からの感謝の言
葉や利用者の方の笑顔、状態の改善等に喜びや誇り、や
りがいを感じて頑張っておられる 

•これらの職場の「思い」を伝える活動が自分達の職種の
社会的地位の向上のためにも必要 





利用者、職員の笑顔 





医療・介護・福祉職フェア 

医療・介護・福祉写真展                                                      
 5月：落合  7月：久世  9月：蒜山  11月：湯原 
 １月：勝山 3月：北房 5月：美甘 
 

社会福祉協議会、地域福祉課の協力 
 夏のボランティア事業 
   北房：8月2３日（北房中学校） 
        花岡荘 
   落合：8月24日（落合総合センター） 
        白梅の丘 
   久世：8月25日（久世公民館） 
        特養高瀬 

商工会青年部 
    勤労感謝の日のイベント参加 
 



社会福祉協議会ボランティオ研修 



  商工会青年部（勤労感謝の日） 

        キッズマニワ―ク 



体験学習 

車椅子の経験 ストラックアウトの経験 



真庭市成人式の写真展 



市民の方のアンケート回答 

有難うございました。 

皆さまの頑張りが真庭の高齢者の 

笑顔を支えています。 

これからも頑張ってください。 

スタッフの仲間が増えますよう願って
います 



成年後見制度 



虐待事例(真庭市調査） 

ある
57%

ない
43%

平成18年7月 



NPO「こうけん」 

• 平成16年春    準備委員会 
• 平成17年2月   岡山県252番目のNPO法人 
• 平成17年5月   岡山県で初めての法人後見が認められる 
• 平成17年11月   NPO岡山ネットワーク懇談会へ法人会員 
•            （県北では不在の弁護士の問題を解消） 

 
  ｢会員数６０名」 
         税理士、司法書士、社会福祉士、医師、   
         看護師、ケアマネージャー、社協職員、 
         ボランティアの会など 
 
• 後見業務    ５０件 
• 申し立て支援  ３１件 
• 電話、面会相談 １４４件 
   

 
 
 



審

判

決

定 

任

命 

委譲事務 

報 告 

事務監査 

年

一

回

の

報

告 

報 

 

告 
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督 

 

ＮＰＯこうけんが行う後見業務の基本的な流れ 
 

 

           家 庭 裁 判 所 

                      報告・指示 

１ 

５ 

 

 

                            ４  

         ＮＰＯ法人 こ う け ん 事務局   

              事務局は後見事務が適正に行われるよう調整、確認していきます 

 理 事 長 

 

             ２ 

 

                                        ３ 

 

 

 

 

 

                           ↓           ↓ 

会員の中から本人に

最も相応しい 

①日常事務関係を行

う会員を任命。 

＊以下の事務は有資格

者会員に随時委任。 

②福祉サービス関係 

・福祉士・ケアマネ 

③医療関係     

・医師・看護師 

④書面契約関係  

・司法書士 

⑤財産関係    

・税理士 

後見事務 

日常事務 

・金銭の出し入れ 

・出納帳の記入 

・領収証等の整理 

・生活状況の記録 

資格者による事務 

・福祉サービスの契約 

・医療機関との契約 

・生活上の書面契約 

・重要な財産行為 

後

見

事

務

監

査

員 

会 員 総 会  

・ 理 事 会 

権限を委譲された会員 

後見適正事務連絡会議（後見実務者と事務局） 



市民後見人養成説明会 



市民後見人養成講座 



今後の活動 
• さらなるキャラバンメイト、サポーターの養成、キーパーソンとなる

人、若者の参加を増やす 
• 家族会への参加の呼び掛けを広げる（なごみ会、カフェ） 
• 市民後見人の養成 
• 肺炎による死亡を一人でも少なくなるよう口腔ケア、嚥下指導へ

の取り組みを行い栄養改善、家庭内での歯の健康へと繋げる 
• 認知症予防教室、セミナーでの生活習慣病予防 
   岡大脳神経内科との連携 
• 医療・介護連携で情報交換を行い、ポリファーマシー、在宅での

残薬のチェック、認知症高齢者の方の服薬工夫等の取り組み 
• 医療・介護・福祉の職業の魅力を伝える活動 
• 認知症だけではなく様々な障害を抱えて生活されている当事者、

家族の方への支援、権利擁護の問題、独居世帯、老々世帯、子
供を含めた虐待、ターミナルケア、難病、寝たきり、防災などの課
題を地域の住民が全体で考えて取り組む包括的地域ケア体制
の構築を目指す 

• 平成２４年度からのこころみの結果を分析する 
 
 

    
 



認知症地域支援推進会議を 
地域ケア会議へ 



真庭市の地域ケア体制の構築 
3年前から進めている 

真庭市地域ケア会議 
  真庭市認知症地域支援推進会議を発展 

生活圏域ケア会議 
  地区医師会、キャラバンメイト、愛育委員 
  民生児童委員、福祉委員、地域の組織等 
  小学校単位での組織作り 

個別ケア会議 
  小学校単位での活動を個別に 

□医師会の取り組み 
   生活圏域ケア会議のメンバーで在宅療養推進会議を発足 

 
 



北房地区地域ケア会議 
 



真庭市地域見守りネットワーク 



移送のアンケート調査 
・ストレッチャー対応車両がない（救急車で搬送さ 
れても帰宅の手段に困る） 

・免許証を返したらコミュニティーバスの停留所ま
でが距離がある、便数が少ないなど不便 

・車いすでは乗車できない 

・タクシーでは乗降介助が期待できない 

・突発的な時に利用できない 

・金融機関、行政の手続き利用の際に本人確認   

・買い物が不便 

•道交法の改正により認知症高齢者に診断書 

 



社会福祉協議会の福祉車両利用 
（運転手ボランティア９名） 



さくもとクリニック 

作本 修一 


